
【2023 年度/専門科目領域/専門科目群/人間コミュニケーション学科・福祉心理学科】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

司法・犯罪心理学  選択 2 3 後期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

鈴木 真吾 B309 shsuzuki 水曜日 12:10~13:00 

授業の目的・概要 

＜目的＞司法に係る関連法制度の意義について理解でき、司法・犯罪分野で取り扱われる心理社会的課

題とその心理的更生（支援）の実際を知る。司法・犯罪分野における心理社会的課題について、偏見な

く客観的かつ複合的視野で理解して、その処遇・支援過程が把握できることを目的とする。 

＜概要＞犯罪の原因について心理的要因を概観して、非行・犯罪への対応を心理行動的な種別ごとに概

説する。加えて、裁判等の司法手続きにおける心理学の職務にも触れる。最後に被害者への心理的支援

と加害者臨床（更生）という現代的テーマをも紹介する。 

授 業 形 式 ・ 方 法 

□対面授業 
☑遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

☑講義 □演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
□ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   □ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
現場の事例や報道記事等の精読、また要対象・要支援者の立場を実感する質疑を行うことがある。 

非行・犯罪には必ず被害者がいる。短絡的な感情に囚われず、誠実さを抱いて参加することを切に望む。 

教 科 書 教科書は特に指定しない。 

参 考 書 「入門 司法・犯罪心理学―理論と現場を学ぶ」法と心理学会（監修）有斐閣 

外 部 教 材 必要に応じて適宜紹介する。 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 犯罪・非行、犯罪被害及び家事事件についての基本的知識を理解できる。 WP（1）（3）（5） 

② 司法・犯罪分野における問題に対して必要な心理に関する支援を説明できる。 WP（1）（3）（5） 

③   

④   

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 オリエンテーション：司法・犯罪心理学とは 
同時双方向

型授業 

授業時提示の知識を復習して

理解を定着させる。 

2 

2 犯罪の要因(1) 生物学的要因 
同時双方向

型授業 
4 

3 犯罪の要因(2) 心理学的要因 
同時双方向

型授業 
4 

4 犯罪の要因(3) 社会学的要因 
同時双方向

型授業 
4 

5 対応(1) 非行とその処遇・更生 
同時双方向

型授業 
4 

6 対応(2) DV の発生機序とその対応 
同時双方向

型授業 
4 

7 対応(3) 虐待の原因・影響とその対応 
同時双方向

型授業 
4 

8 対応(4) 物質・行動依存と犯罪との関連、その対応 
同時双方向

型授業 
4 

9 対応(5) 窃盗・特殊詐欺・サイバー犯罪とその対応 
同時双方向

型授業 
4 

10 司法手続きと心理学(1) 捜査・供述・精神鑑定 
同時双方向

型授業 
4 

11 司法手続きと心理学(2) 司法面接と捜査面接 
同時双方向

型授業 
4 

12 司法手続きと心理学(3) 目撃証言（記憶の性質） 
同時双方向

型授業 
4 

13 司法手続きと心理学(4) 裁判で罪を裁く 
同時双方向

型授業 
4 

14 処遇・更生・支援(1) 加害者臨床―施設・社会・個人 
同時双方向

型授業 
4 

15 処遇・更生・支援(2) 被害者臨床―忘却・信頼・子ども 
同時双方向

型授業 
総復習を行い試験に備える。 6 

試     



【2023 年度/専門科目領域/専門科目群/人間コミュニケーション学科・福祉心理学科】 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

55 0 0 0 45 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 35 0 0 0 30 65 

思考・推論・創造する力 10 0 0 0 0 10 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 15 15 

問題を発見・解決する力 10 0 0 0 0 10 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

① ✓ 

定期試験（筆記試験）を行う。講義中に提示したキーワードを回答

させる設問、また習得した知識を活用して意見論述を行う設問を課

す。配点 55 点満点の試験とする。 

研究室にて答案を返却する。 

② ✓ 

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

成果発表 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

① ✓ 

毎回、授業後に「授業で得た知識に基づき回答できる質疑」を意見

記述するリアクションペーパーを提出してもらう。その内容（思考）

の質により、毎回 1 点または 3 点を提供する。全 15 回の総配点は

15 点~45 点となり得る。 

Teams にて取扱い、コメント

を付して返却する。 

② ✓ 

③  

④  

⑤  

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし 

教員の実務経験 本科目の担当講師は、臨床心理士及び公認心理師資格を有し、19 年の心理相談業務の経験がある。 

実践的授業の内容 
医療分野を主とした現場経験に加えて、犯罪・非行分野でのコンサルタント経験を活かして、司法・犯罪

分野における心理学的意義を実感できる真摯な見識を学生に教授する。 

そ の 他 
Microsoft Teams を用いた同時双方向型授業を行う。授業時は通信容量が無制限の Wi-Fi 環境を奨励する。

なお、今後の新型コロナウイルス感染症の社会情勢によって再度シラバスの変更が行われることもある。 

 


